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[image: ]新年あけましておめでとうございます。
令和8年の幕開けとともに、1年の締めくくりとなる3学期が始まりました。
午（うま）年は「飛躍」と「立身出世」の年
今年の干支は「午（うま）」です。古くから馬は、人の生活にかかわってきたとともに、その駆ける姿の力強さから「飛躍」や「前進」の象徴とされてきました。 また、伝統的な縁起物の一つに九頭の馬が描かれた「万事馬九行久（うまくいく）」という吉祥図があります。その言葉のように、九頭の馬が駆ける姿は、勝負運や立身出世を招く大変縁起の良いものと伝えられています。子供たちが、自身の目標に向かって馬のように軽やかに、力強くステップアップしていくことを願っています。
どんな心を持っている自分になりたいですか。
冬休みを迎える会で、友達を、そして自分を大切にしてほしいという話をしました。 「命が誕生するということは、千葉県に住む620万人全員とじゃんけんをして一度も負けずに勝ち続けるような奇跡であり、一人ひとりの命は、誰にも何にも代えることができない、世界にたった一つの「宝物」であるということ。しかし、学校生活の中で、大切な大切な命を持っている友達を傷つけるような言葉や行動があれば、それは相手の「宝物」を傷つけるだけでなく、自分自身の心をも汚してしまう。反対に、困っている友達に寄り添う優しさは、周りの空気を温かくし、自分自身の心をも豊かに育てる。どんな心を持っている自分になりたいかを考えて、行動してほしい」と伝えました。
新たな学年への「準備」を整える3学期
3学期に学校へ来る日は、50日あまりしかありません 。この短い期間は、今の学年のまとめをすると同時に、次の学年や中学校への進級・進学に向けた大切な「準備期間」でもあります。
冬休み中、ご家族から「あなたがそこにいてくれるだけで嬉しい」という愛情をたっぷり受け取った子供たち 。その心のエネルギーを糧にして、自分と友達を「宝物」として大切にしながら、一日一日を丁寧に過ごし、新しい学年へと羽ばたく準備を整えられるよう、教職員一同で子供たちを支援してまいります。
本年も、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。


日光修学旅行
6年生が、12月21日（日）22日（月）に学級閉鎖のため延期になっていた日光への修学旅行へ行ってきました。
雨の天気予報でしたが、行程中は雨に降られることもなく、心配していた寒さも子供たちの元気パワーで体調を崩すこともなく過ごすことができました。
[image: https://ichikawa-school.ed.jp/sgyoutoku-sho/wysiwyg/image/download/1/4397/small]雪遊びをしたり、人が少なくなった日光東照宮をゆっくり見学できたり、12月の修学旅行ならではの経験をすることができました。

上履きの名前がはっきりとわかるように記名をお願いいたします。
[bookmark: _GoBack]　急な体調不良や怪我など、お子様の緊急時に迅速かつ適切な対応を行うため、本校では上履きへの記名を名札の代わりとして活用しています。
過去には他校において、担任不在時に児童が体調を崩した際、名前が分からず対応が遅れてしまった事例も報告されています。校内のどの職員であっても、ひと目でお子様の名前を確認できる状態にすることは、安全管理において非常に重要です。
つきましては、お子様の安全を守るため、「誰にでもはっきりと読み取れる大きさ・濃さ」であるか、文字の薄れやサイズ等、ご確認ください。
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